
る
さ
と
文
化
賞
」
受
賞
者
の
資
料
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
、
親
子
連

れ
な
ど
幅
広
い
世
代
の
方
々
に
、
伝
統
文
化
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
民
会
館
１
階
に
あ
る
、
ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
サ
ロ

ン
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
2
か
月
毎
に
入
れ
替
え
で
作
品
の
展

示
を
し
て
い
ま
す
。
4
月
・
5
月
は
、「
二
紀
会
」
の
兵
庫
県
支

部
よ
り
、
岡
田
正
俊
、
藤
井
多
美
子
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

新進芸術家に発表の場を‼ 兵庫県民会館けんみんホールで開催‼新進芸術家に発表の場を‼ 兵庫県民会館けんみんホールで開催‼

新進芸術家育成プロジェクト新進芸術家育成プロジェクト・・リサイタルシリーズリサイタルシリーズ

令和 5年４月 1日（毎月1回1日発行）⑴ すずかけ・ 4月号 第430号

■…今月の色は「撫子色：なでしこいろ」

題
字
：
井
茂
圭
洞
（
書
家
・
文
化
功
労
者
）

兵庫県芸術文化協会

(公財）兵庫県芸術文化協会文化振興部

編集・発行人／西上三鶴
（公財）兵庫県芸術文化協会理事長

https://hyogo-arts.or.jp

〒650-0011 
神戸市中央区下山手通４丁目16番3号
（兵庫県民会館内）☎078-321-2002

フェイスブック

ユーチューブ

動画配信は
こちらをチェック！

ツイッター

インスタグラム

SNS
やっています！

ソーシャル
ネットワーク
サービス

● 発行所 ●
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江
戸
聖
一
郎
フ
ル
ー
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル

D
O
T
S
A
N
D
L
I
N
E
S
〜
点
と
線
で
紡
ぐ
音
〜

江戸 聖一郎

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
　
友
の
会
に
つ
い
て

生
活
文
化
大
学
各
講
座
の
受
講
料
、
特
典
施
設
で
の
割
引
な
ど
お
得
が
い

っ
ぱ
い
の
友
の
会
は
、
年
会
費
３
０
０
０
円
（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
1
年
間
）
で
す
。

　

※
年
度
途
中
か
ら
の
ご
入
会
で
も
３
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　
【
お
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
文
化
振
興
部
（
☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２
）

詳しくはHPへ

※ チケット販売場所：兵庫県民会館１
階フロント（当協会友の会会員の方
は１割引。会員証をご提示ください）

5月6月
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小
原
彩
乃  

ハ
ー
プ
リ
サ
イ
タ
ル

小原彩乃

読者プレゼント 小原彩乃
公演チケットを3組 6人に。

会員特典　小原彩乃公演に友の会
会員をご招待。5組10人に。※いず
れも応募多数の場合は抽選。応募方
法は本紙2面。4月12日㈬必着

【
日
時
】
令
和
５
年
６
月
16
日
㈮
19
時

【
出
演
】
ハ
ー
プ
／
小
原
彩
乃
、
ピ
ア
ノ
／

宅
見
優
里

小
原
彩
乃
＝
神
戸
山
手
女
子
高
校
音
楽
科
を

経
て
、神
戸
女
学
院
大
学
、同
大
学
院
修
了
。

神
戸
市
文
化
賞
等
贈
呈
式
で
の
記
念
演
奏
の

他
テ
レ
ビ
朝
日
ド
ラ
マ
「
砂
の
器
」、
お
は

よ
う
コ
ー
ル
A
B
C
で
も
ハ
ー
プ
演
奏
で
出

演
。
大
阪
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
、

K
O
B
E
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
そ
の
他
多

数
受
賞
。
現
在
、
瀬
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
団
員
。

【
予
定
曲
目
】ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
／
ソ
ナ
タ

二
短
調
K
．9
、ピ
エ
ル
ネ
／
即
興
的
奇
想
曲
、

フ
ォ
ー
レ
／
即
興
曲
O
p
．
86
、
カ
ル
ド
ン

／
ハ
ー
プ
ソ
ナ
タ
へ
短
調
他

【
入
場
料
】
２
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
西
村
翠
雲
（
佳
生
流
）

【
日
時
】
令
和
５
年
5
月
26
日
㈮
19
時

【
出
演
】
フ
ル
ー
ト
／
江
戸
聖
一
郎
、
ギ

タ
ー
／
大
萩
康
司

江
戸
聖
一
郎
＝
フ
ラ
ン
ス
国
立
オ
ー
ル
ネ

イ
・
ス
ー
・
ボ
ワ
音
楽
学
校
に
お
い
て
世

界
的
フ
ル
ー
ト
奏
者
で
あ
る
パ
ト
リ
ッ
ク

・
ガ
ロ
ワ
氏
に
師
事
。
京
都
市
立
芸
術
大

学
大
学
院
音
楽
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課
程
を
修
了
し
博
士
号
を
取
得
。
ザ

・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
フ
ル
ー
ト
奏
者
。
2
0
1
6
年
度

伊
丹
市
芸
術
家
協
会
新
人
賞
受
賞
。

【
予
定
曲
目
】
Ａ
．
ピ
ア
ソ
ラ
／
タ
ン
ゴ
・
エ
チ
ュ
ー
ド
第
３
番
、
Ｉ
．
ク

ラ
ー
ク
／
ズ
ー
ム
・
チ
ュ
ー
ブ
、
武
満
徹
／
海
へ
他

【
入
場
料
】
３
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
矢
野
翠
里
（
真
生
流
）

令和５年度
ひょうごアーティストサロン内

展示スケジュール
【開室時間／午前10時～午後５時（日・水は休み）】

①
「兵庫二紀会選抜展」

４月１日㈯～５月30日㈫

②
「兵庫県写真作家協会新進作家選抜展」

６月１日㈭～７月31日㈪

③
「兵庫県美術家同盟新進作家展」

８月１日㈫～９月30㈯

④
「兵庫の工芸壁面を飾る」

10月２日㈪～11月30日㈭

⑤
「兵庫県書作家協会選抜展」

12月１日㈮～１月30日㈫

⑥
「兵庫県日本画家連盟選抜展」

２月１日㈭～３月30日㈯

3
月
4
日
㈯
、
5
日
㈰
の
両
日
、

兵
庫
県
公
館
（
迎
賓
館
）
で
「
伝
統

文
化
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
４
年
振
り

に
開
催
し
、「
和
紙
を
染
め
て
、
小

物
入
れ
を
作
ろ
う
」「
茶
道
」「
ち
ぎ

り
絵
」「
お
箏
」「
い
け
ば
な
」

「
篆て
ん
こ
く刻
・
書
道
」「
日
本
舞
踊
」「
能

・
狂
言
」
の
体
験
や
、
邦
楽
、
民
俗

芸
能
、
日
本
舞
踊
、
能
・
狂
言
、
民

謡
の
ス
テ
ー
ジ
、
令
和
４
年
度
「
ふ

伝
統
文
化

ふ
れ
あ
い
広
場

４
年
ぶ
り
に
開
催

ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
サ
ロ
ン

４
・５
月
は「
兵
庫
二
紀
会
選
抜
展
」

実施日 講 座 内 容 講　師

① 5 /19㈮ 知ってるようで知らない⁉ 
打楽器のあれこれ 越川　雅之（打楽器奏者）

② 6 /23㈮ 日本、聴いて　感じて、歌ってⅣ 田中　潤子（ソプラノ）
小梶　由美子（ピアノ）

③ 7 /28㈮ へぇ～、なるほど！
ピアノデュオの世界‼ 

釈迦郡　洋介（ピアノ）
大前　香菜子（ピアノ）

④ 9 /22㈮ 童謡と唱歌　同じようで違う？
～歌ってみましょう！～

水澤　節子（ソプラノ）
古川　知子（ピアノ）

⑤ 10/27㈮ 華やかな歌舞伎音楽
～長唄・長唄三味線～

東音松浦　麻矢（長唄）

⑥ 11/17㈮
儚くも美しいロマンチックシーン！

ロマン派のピアノ作品
ショパン・シューマン・ブラームスなど

伊藤　勝（ピアノ）

⑦ 12/15㈮ 大作曲家たちに愛されたクラリネット 小川　哲生（クラリネット）
＆クラリネッティッシモ

⑧ 1 /12㈮
「体幹発声」世界の唱歌
喉に無理なく歌いましょう！
～「発声体操」の紹介もします～

安藝　榮子（ソプラノ）
田中　紀子（ピアノ）

⑨ 2 / 2 ㈮ 童謡・唱歌を唄う　PartII 
～子ど もの頃の懐かしい歌をご 一緒に～

山本 裕之（テノール）
塩田　藍（ピアノ）

⑩ 3 /15㈮ ベートーヴェン2つの幻想ソナタの魅力
第13番・第14番「月光」 崎谷　明弘（ピアノ）

実施日 講 座 内 容 講　師

① 5 /19㈮ 知ってるようで知らない⁉ 
打楽器のあれこれ 越川　雅之（打楽器奏者）

② 6 /23㈮ 日本、聴いて　感じて、歌ってⅣ 田中　潤子（ソプラノ）
小梶　由美子（ピアノ）

③ 7 /28㈮ へぇ～、なるほど！
ピアノデュオの世界‼ 

釈迦郡　洋介（ピアノ）
大前　香菜子（ピアノ）

④ 9 /22㈮ 童謡と唱歌　同じようで違う？
～歌ってみましょう！～

水澤　節子（ソプラノ）
古川　知子（ピアノ）

⑤ 10/27㈮ 華やかな歌舞伎音楽
～長唄・長唄三味線～

東音松浦　麻矢（長唄）

⑥ 11/17㈮
儚くも美しいロマンチックシーン！

ロマン派のピアノ作品
ショパン・シューマン・ブラームスなど

伊藤　勝（ピアノ）

⑦ 12/15㈮ 大作曲家たちに愛されたクラリネット 小川　哲生（クラリネット）
＆クラリネッティッシモ

⑧ 1 /12㈮
「体幹発声」世界の唱歌
喉に無理なく歌いましょう！
～「発声体操」の紹介もします～

安藝　榮子（ソプラノ）
田中　紀子（ピアノ）

⑨ 2 / 2 ㈮ 童謡・唱歌を唄う　PartII 
～子ど もの頃の懐かしい歌をご 一緒に～

山本 裕之（テノール）
塩田　藍（ピアノ）

⑩ 3 /15㈮ ベートーヴェン2つの幻想ソナタの魅力
第13番・第14番「月光」 崎谷　明弘（ピアノ）

【会場】兵庫県民会館 けんみんホール
【時間】午前10時から11時30分まで （金曜日）
【年間受講料】一般：20,000円　友の会会員：16,000円

　兵庫県生活文化大学は、歴史や美術、文化に深い関心を持つ方々が、気軽
に学べる講座です。前号では、４月から神戸・明石・姫路で開講する通年講
座をご紹介しました。引き続き今月号では、５月から開講する通年講座「音
楽鑑賞講座」をご紹介します。
　「音楽鑑賞講座」は、各ジャンルの第一線で活躍するアーティストが講師

令和５年度兵庫県生活文化大学

を務め、生演奏の鑑賞も含む講座です。音楽を身
近に、楽しく学びませんか。
　また、講座申込みと同時に友の会にご入会いた
だきますと、受講料の割引があります。音楽鑑賞
講座の年間受講料20,000円が会員価格16,000円
となります。友の会会員には、その他にも特典施
設での割引などお得がいっぱいです。是非この機
会にご入会ください。（友の会・年会費3,000円）

▼
体
験
教
室
の
参
加
者
を
募
集
▲

　
伝
統
文
化
の
入
門
講
座
と

し
て
、
兵
庫
県
公
館
の
和
室

な
ど
を
使
っ
た
「
伝
統
文
化

体
験
教
室
」
を
開
講
し
て
い

ま
す
。
令
和
５
年
度
は
、箏
、

日
本
舞
踊
、
能
楽
、
須
磨
琴

の
４
回
を
実
施
予
定
で
す
。

詳
細
は
本
紙
に
て
随
時
ご
紹

介
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
お

楽
し
み
に
。

昨年度の体験教室 お箏の体験教室

１１日だけの
日だけの受講もできます

受講もできます

音楽鑑賞講座音楽鑑賞講座のの参加者募集参加者募集



■第 62回 日本水彩画会兵庫県支部展
　第 39回 一般公募展〈2階〉
　水彩画約120点

■青心会春李展〈1階〉　書約 40点
■公募 第 42回太洋美術展〈2階〉
　洋画･工芸･書 他約 100点

■神戸東ロータリークラブ ｢東彩会｣〈2階〉
　洋画･写真約 25点

■鴎童会　第 25回神戸展〈2階〉
　日本画･洋画･工芸約 80点

■四媛展〈1階〉　書･篆刻約 40点
■ 第 106回 神戸市いけばな展〈2階〉
　いけばな約100 瓶

■兵庫県民会館ロビーコンサート
　宮本真祐子 ピアノ コンサート
　出演：宮本真祐子（ピアノ）

■兵庫二紀会選抜展
　岡田正俊、藤井多美子による作品6点の展示

■第 51回書ノ友社展〈本館2階〉
書約300点

■工人の軌跡〈東館2階〉
写真約100点

■学研・城戸真亜子アートスクール作品展
　〈東館1階〉　児童画・工作約 300点
■第 16回アートラボ山上「春の制作展」
　〈東館1・2階〉
油彩・水彩・デッサン他約150点

■第 66回兵庫二紀展〈本館1・2階〉
洋画・彫塑約150点

■関西建築写真家アソシエーション展
　〈東館1階〉　写真約 80点
■第 62回二元展〈全館〉
油彩・水彩・アクリル・日本画 他約 250点

■第 76回関西新制作展〈全館〉
洋画・彫刻約 200点

■きらきら書道展
　 桑鳩生誕の地、三木からの風〈障害者アー
トギャラリー〉　書約25点

■ 開館 10 周年記念
　「横尾忠則展　満満腹腹満腹」
　 これまでに開催した企画展をダイジェストで振り返る、好
いとこ取りの展覧会

■ 特別展
　「恐竜図鑑－失われた世界の想像 /創造」
　 恐竜の姿を生き生きと描き出した絵画作品、漫画・玩具、フ
ァインアートなどで太古の世界の住人たちを紹介

■ リニューアルオープン記念　特別展
　 「芦屋の美術、もうひとつの起点－伊藤継郎」
　 約60点の伊藤継郎作品と、伊藤が交流した20名の多彩な画
家の作品を展示。芦屋の地に生きた画家の実像に迫る。

　　5組10人にチケットプレゼント。締切 4月12日㈬必着

■リニューアルオープン記念　特別展
　 「文豪新生～谷崎、阪神間へ・100年の一歩～」
　 東京に生まれた谷崎が、関東大震災（1923年）を逃れ、阪神
間へ移住して100年。“文豪としての新生”と“館の新生”を
記念する展覧会。

　　5組10人にチケットプレゼント。締切 4月12日㈬必着

記載の【友の会割引あり】は、原則として兵庫県芸術文化協会友
の会会員、ご本人様のみ適用

催物情報催物情報 イ ベ ン ト ガ イ ドイ ベ ン ト ガ イ ド

プレゼントのご応募について
①希望プレゼント名 ②〒住所 ③氏名 ④電話番号 ⑤友の会会員の方は会員番号
⑥ご意見・ご感想を明記し、ハガキかFAXで送付。
＊ 応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。
＊ 応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発送・関連する
お問い合わせのみに利用いたします。

〒650‒ 0011 神戸市中央区下山手通4‒16‒3
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係　FAX 078-321-2139

兵庫県民アートギャラリー　☎０７８・３２１・２１３１  ※入場無料

4 月 4 日㈫～ 9日㈰

4月 6 日㈭～ 9日㈰
4月11日㈫～16日㈰

4月11日㈫～15日㈯

4月11日㈫～16日㈰

4月21日㈮～23日㈰
4月22日㈯～23日㈰

4月 8 日㈯ 14:00～14:30

4 月 1 日㈯～ 5月30日㈫
※日・水は休み

～ 4月 2 日㈰

～ 4月 2 日㈰

4月 1 日㈯～ 2日㈰

4月 4 日㈫～ 9日㈰

4月 9 日㈰～16日㈰

4月11日㈫～16日㈰

4月19日㈬～23日㈰

4月30日㈰～ 5月 7 日㈰

4月 1 日㈯～ 6月30日㈮

～ 5月 7 日㈰
※入場料 700円ほか【友の会割引あり】

～ 5月 14日㈰
※入場料2000円ほか【友の会割引あり】

4月15日㈯～ 7月 2 日㈰
※入場料 800円ほか

4 月15日㈯～ 9月10日㈰
※入場料 500円ほか【友の会割引あり】
※ ７月３日㈪～７月７日㈮は前・後期
展示入替のため休館

原田の森ギャラリー　☎０７８・８01・１５９１  ※入場無料

ひょうごアーティストサロン　☎０７８・３２１・２００５  ※入場無料

横尾忠則現代美術館　☎０７８・８５５・５６０７

兵庫県立美術館　☎０７８・２６２・１０１１

芦屋市立美術博物館　☎０７９７・３８・５４３２

芦屋市谷崎潤一郎記念館　☎０７９７・２３・５８５２

　
姫
路
市
文
化
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
ア
ク
リ
エ
ひ
め
じ
指
定
の
主

催
公
演
に
つ
い
て
、
チ
ケ
ッ
ト
料
金

が
10
％
割
引
き
に
な
り
ま
す
。
詳
細

は
す
ず
か
け
等
で
ご
案
内
し
ま
す

（
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
は
直
接

施
設
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）。

　
こ
の
ほ
か
、
当
協
会
友
の
会
に
ご

入
会
い
た
だ
く
と
、
講
座
受
講
料
の

割
引
や
、
美
術
館
・
博
物
館
な
ど
の

特
典
施
設
の
割
引
な
ど
、
様
々
な
特

友の会のお得な提携施設が増えました‼ 

アクリエひめじ 指定の公演を割引
☎079-263-8082

特典施設の詳細
は左記のホーム
ページからご覧
いただけます。

　
西
脇
出
身
の
横
尾
忠
則
さ
ん
が
、
３
月
1
日

付
で
日
本
芸
術
院
会
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
芸
術
院
は
、
文
化
庁
に
設
置
さ
れ
た
国
の

栄
誉
機
関
で
す
。
推
薦
理
由
は
、「
油
画
作
品

を
含
め
劇
的
か
つ
物
語
性
を
内
包
す
る
視
覚
表

現
は
デ
ザ
イ
ン
、
ア
ー
ト
の
領
域
を
超
え
て
一

般
市
民
の
広
く
支
持
す
る
傘
下
の
存
在
を
形
成

し
た
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
会
員
就
任
に
つ
い
て
、
横
尾
さ
ん
は

ご
自
身
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で「
命
の
尽
き
る
ま
で
、

こ
れ
か
ら
が
本
番
だ
と
思
っ
て
頑
張
ら
な
い
で

ほ
ど
ほ
ど
に
ガ
ン
バ
リ
ま
す
」
と
発
信
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ご
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

横尾忠則さん 日本芸術院会員に
横尾忠則
現代美術館新館長に林洋子さん就任

横尾忠則さん

林洋子さん

典
が
あ
り
ま
す
。

　
横
尾
忠
則
現
代
美
術
館
の
新
館
長
に
、
４
月

1
日
付
で
林
洋
子
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。
前

任
の
蓑
館
長
と
同
様
、
兵
庫
県
立
美
術
館
館
長

と
の
兼
務
で
す
。
林
洋
子
さ
ん
は
、
東
京
大
学

・
同
大
学
院
で
美
術
史
を
専
攻
後
、
パ
リ
第
一

大
学
で
博
士
号
を
取
得
。
東
京
都
現
代
美
術
館

学
芸
員
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
准
教
授
、
文
化

庁
芸
術
文
化
調
査
官
を
経
て
、
兵
庫
県
立
美
術

館
館
長
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
専
門
は
近
現
代

美
術
で
、
藤
田
嗣
治
研
究
で
展
覧
会
企
画
や
サ

ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
等
受
賞
を
重
ね
ら
れ
て
い
ま

す
。
文
化
庁
で
は
若
手
美
術
家
の
育
成
事
業
等

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。館
長
就
任
に
あ
た
り「
横

尾
美
術
館
10
年
の
成
果
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
」
と
意
欲
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

県 日 本県 日 本
画家連盟画家連盟未未来へつなぐ日本画展来へつなぐ日本画展
～ SDGsの～ SDGsの1717色を使った日本画を描く～色を使った日本画を描く～
５５月月1212日まで、県公館で開催中日まで、県公館で開催中

　
兵
庫
県
日
本
画
家
連
盟
の
会
員
が
S
D
G
s
の
17
色
を
テ
ー
マ

に
描
い
た
45
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
同
連
盟
は
昭
和
26
年
、
派
閥
や
主
張
を
超
え
て
集
っ
た
全
国
的

に
も
例
を
見
な
い
日
本
画
家
団
体
と
し
て
結
成
。
会
員
数
は
約
80

人
で
姫
路
や
明
石
を
中
心
に
企
画
展
を
開
催
す
る
ほ
か
、
高
校
生

と
コ
ラ
ボ
し
た
展
覧
会
を
実
施
す
る
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

【
期
間
】
5
月
12
日
㈮
ま
で
9
時
〜
17
時

【
休
館
】
土
日
祝

【
入
場
料
】
無
料

【
場
所
】
兵
庫
県
公
館　
県
政
資
料
館
展
示
室
７

【
問
い
合
わ
せ
】

　
会
場
に
つ
い
て
＝
県
儀
典
室
☎
0
7
8
・
3
6
2
・
3
8
2
3

　
展
示
内
容
＝
県
広
報
広
聴
課
☎
0
7
8
・
3
6
2
・
3
0
1
9
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ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

☎
０
６
・
６
４
２
６
・
１
９
４
０

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
鑑
賞
劇
場

劇
団
う
り
ん
こ「
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
Ｑ
」

し
始
め
ま
す
。

　
フ
リ
ー
タ
ー
の
レ
ナ
が
採

用
さ
れ
た
の
は
、
部
屋
の
様

な
大
き
な
何
か
を
、
″
ひ
た

す
ら
押
す
〞
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ

兵
庫
県
立

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９
８
・
６
８
・
０
２
５
５

チケットご購入のお客様へお願い

※ 新型コロナウイルス感染予防対策は、今
後の状況により変更する可能性がありま
す。最新の状況はウェブサイトをご確認
いただきますようお願いします。

※ 芸術文化センターでのご購入は、お一人
様４枚までとさせていただきます。
※ やむを得ない事情により、公演の中止
や、出演者などが変更される場合があり
ます。予めご了承ください。

桂 ざこば

　
上
方
落
語
界
の
重
鎮
と
し

て
、
ま
た
米
朝
一
門
の
筆
頭

と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
：
桂
ざ
こ
ば
。
今
年

は
人
間
国
宝
・
故
・
桂
米
朝

へ
入
門
し
て
か
ら
60
年
と
な

り
ま
す
。
人
情
噺
を
得
意
と

し
、
気
持
ち
の
入
っ
た
高
座

は
、
他
の
誰
に
も
真
似
る
こ

と
の
で
き
な
い″
ざ
こ
ば
落

語
〞
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
塩
鯛
は
、
米
朝
・
枝
雀
・

ざ
こ
ば
（
当
時
：
朝
丸
）
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
学
び
、
師
匠
ざ

こ
ば
の
″
気
〞の
芸
を
柱
に
、

骨
太
か
つ
繊
細
な
芸
を
築
き

上
げ
て
き
ま
し
た
。
文
化
庁

芸
術
祭
優
秀
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、
ま
す
ま
す
芸
に
磨
き

が
か
か
り
ま
す
。

　
塩
鯛
の
一
番
弟
子
：
米
紫

２
０
２
３
ピ
ッ
コ
ロ
寄
席

桂
ざ
こ
ば
一
門
会

も
数
々
の
演
芸
賞
を
受
賞
す

る
実
力
派
、
さ
ら
に
、
ざ
こ

ば
の
５
番
弟
子
：
ひ
ろ
ば
、

9
番
弟
子
の
り
ょ
う
ば
と
、

勢
い
の
あ
る
若
手
が
師
匠
二

人
を
支
え
ま
す
。

　
こ
の
、
一
門
の
個
性
華
や

か
な
落
語
会
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

【
出
演
】桂
ざ
こ
ば
、桂
塩
鯛
、

桂
米
紫
、
桂
ひ
ろ
ば
、
桂
り

ょ
う
ば

※
演
目
は
当
日
の
お
楽
し
み

【
日
時
】
５
月
13
日
㈯
14
時

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー　
大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
全
席
指
定　
一

般
３
０
０
０
円　
高
校
生
以

下
１
５
０
０
円

　
高
校
生
の
ユ
ウ
キ
は
、
自

宅
の
庭
に
祖
父
が
建
て
た
物

置
に
プ
チ
引
き
こ
も
り
中
。

あ
る
嵐
の
夜
、そ
の
物
置
は
、

無
人
島
や
戦
場
へ
“
漂
流
”

44
月月
99
日日
㈰㈰ 

一
般
発
売

一
般
発
売

　
世
界
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
若

手
音
楽
家
が
豪
華
指
揮
者
・
ソ

リ
ス
ト
と
贈
る
P
A
C
定
期
演

奏
会
。
2
0
2
3
‐
２
４
シ
ー

ズ
ン
の
9
回
通
し
券
を
発
売
し

ま
す
！　
一
年
を
通
し
て
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
聴
く
こ
と
で

広
が
る
音
楽
の
楽
し
み
。ぜ
ひ
、

料
金
も
お
ト
ク
な
通
し
券
を
ご

利
用
の
上
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

新
た
な
魅
力
を
探
し
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
。

【
出
演
】
兵
庫
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
管
弦
楽
団

【
期
間
】
９
月
〜
２
０
２
４
年

８
月

▼
9
月
8
〜
10
日

▼
10
月
27
〜
29
日

▼
11
月
17
〜
19
日

▼
2
0
2
4
年
1
月
12
〜
14
日

▼
2
月
9
〜
11
日

▼
3
月
22
〜
24
日

▼
5
月
10
〜
12
日

▼
6
月
14
〜
16
日

▼
8
月
2
〜
4
日

※
い
ず
れ
も
金
、
土
、
日
の
15

時
開
演

※
い
ず
れ
か
の
曜
日
の
通
し
券

兵
庫
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団

定
期
演
奏
会
（
２
０
２
３
‐
２
４
）

９
回
通
し
券

兵庫芸術文化センター管弦楽団 佐渡裕

ポール・メイエアレッサンドロ・ボナート小曽根 真カーチュン・ウォン反田恭平

中川優芽花
シルヴァン・
カンブルラン

マルギット＝
アナ・シュース

ハンスイェルク・
シェレンベルガー

セリーナ・オット下野竜也林 英哲角田鋼亮
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プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト

三
浦
謙
司
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

「
天
と
地
」

　
神
戸
出
身
、
現
在
ド
イ
ツ
・

ベ
ル
リ
ン
を
拠
点
に
世
界
的
に

活
躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
三
浦
謙

司
。
ロ
ン
・
テ
ィ
ボ
ー
・
ク
レ

ス
パ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
覇

者
が
贈
る
、「
天
と
地
」
を
テ三浦謙司

©Harald Hoff mann©Harald Hoff mann

ー
マ
に
し
た
無
二
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
ス
ト
イ
ッ
ク
な
ま
で
に
音

楽
を
追
い
求
め
る
新
世
代
の
才

人
の
、
類
稀
な
美
し
い
音
色
を

ぜ
ひ
一
度
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

【
出
演
】
三
浦
謙
司

【
日
時
】
10
月
１
日
㈰
14
時

【
場
所
】
K
O
B
E
L
C
O
大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
３
０
０
０
円
、

Ｂ
席
１
０
０
０
円

【
曲
目
】
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
：

ピ
ア
ノ・
ソ
ナ
タ
第
14
番
「
月

光
」、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
：
月
の

光
、
ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン
：
ラ
プ

ソ
デ
ィ
ー・
イ
ン・
ブ
ル
ー（
ピ

ア
ノ
ソ
ロ
版
）、
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト:

き
ら
き
ら
星
変
奏
曲
ほ
か

Cutting Edge K
Y
O
G
EN

真
夏
の
狂
言
大
作
戦
2
0
2
3

　
京
都
・
大
蔵
流
茂
山
千
五
郎

家
の
当
主
茂
山
千
五
郎
を
筆
頭

に
、
ま
さ
に
脂
が
乗
っ
た
5
名

の
狂
言
師
に
よ
る
ユ
ニ
ッ
ト

Cutting Edge KYO
G
EN

。

Cutting Edge

＝
〝
最
先

端
〞
の
狂
言
を
目
指
し
、
た
だ

ひ
た
す
ら
笑
い
を
追
求
し
続
け

る
彼
ら
。

　
骨
の
髄
ま
で
し
み
こ
ん
だ
狂

言
技
法
を
巧
み
に
操
り
、
″
本

物
〞
を
知
る
彼
ら
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
、〝
本
物
〞
かつ〝
最

先
端
〞
のKYO

G
EN

を
、

今
夏
も
ひ
た
す
ら
追
求
し

ま
す
。

【
出
演
】
茂
山
千
五
郎
、

茂
山
宗
彦
、
茂
山
茂
、

茂
山
逸
平
、
茂
山
千
之
丞

【
日
時
】
８
月
26
日
㈯
11

時
30
分
、
15
時
30
分

【
場
所
】
阪
急
中
ホ
ー
ル

（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
A
席
３
５
０

０
円
、
B
席
２
０
０
０
円

©飯島 隆©飯島 隆

桂 塩鯛

ト
。行
く
先
は
わ
か
ら
な
い
。

　
上
の
世
界
の
ユ
ウ
キ
と
、

下
の
世
界
の
レ
ナ
。
見
ず
知

ら
ず
の
二
人
が
関
わ
り
合

い
、
世
界
と
の
つ
な
が
り
を

知
る
ま
で
の
物
語
。

　
進
路
や
学
生
生
活
に
悩
む

若
者
や
家
族
に
お
く
る
、
劇

団
う
り
ん
こ
渾
身
の
舞
台
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

【
脚
本
・
演
出
】
田
辺
剛
（
下

◆
催
し
に
つ
い
て
は
、

急
遽
、
中
止
・
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
発
熱
・
咳
・
喉
の
痛

み
等
、
体
調
不
良
時
に

は
来
館
を
お
控
え
く
だ

さ
い
。

◆
ご
来
場
の
際
は
、
必

要
に
応
じ
た
マ
ス
ク
着

用
、手
指
消
毒
、検
温
、

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
、

感
染
予
防
対
策
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
つ
い
て

鴨
車
窓
）

【
日
時
】６
月
10
日
㈯
15
時

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
自
由
席　
一
般

３
０
０
０
円　

Ｕ
18
２
５

０
０
円
（
当
日
券
は
各
５
０

０
円
増
）

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
エ
ッ
ジ
・
キ
ョ
ウ
ゲ
ン

を
お
選
び
い
た
だ
き
、
同
じ
お

席
で
年
間
9
回
の
定
期
演
奏
会

を
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
す
。

【
場
所
】
K
O
B
E
L
C
O
大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
料
金
】
Ａ
席
２
７
０
０
０
円
、

Ｂ
席
２
２
５
０
０
円
、
Ｃ
席
１

６
２
０
０
円



○展示パネル、室内
　照明等リニューアル
○小展示室を拡張し、
　より広く使いやすく
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友
の
会（
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
）た
ず
ね
歩
き

世
の
中
を
驚
か
せ
る
横
尾
芸
術
の
魅
力

「
満
満
腹
腹
満
腹
」開
催
中
横
尾
忠
則

現
代
美
術
館

阪急王子公園駅

ＪＲ灘駅

阪神岩屋駅

横尾忠則現代美術館
・ぱんだかふぇ（美術館１階）
横尾忠則現代美術館
・ぱんだかふぇ（美術館１階）

神戸文学館●神戸文学館●

王子公園王子公園

鑑
」
で
は
作
品
に
加
え
て
動
物

の
は
く
製
が
置
か
れ
、「
横
尾

温
泉
郷
」
で
は
巨
大
な
湯
船
が

出
現
、「
救
急
病
院
展
」
で
は

本
物
の
ベ
ッ
ド
や
医
療
器
具
が

病
院
空
間
を
演
出
、「
恐
怖
の

館
」
で
は
展
示
室
が
お
化
け
屋

敷
と
化
し
、
人
気
を
呼
ん
だ
そ

う
で
す
。

　
横
尾
氏
は
神
戸
市
で
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活

動
を
始
め
、
20
代
半
ば
で
上
京

し
ま
す
。
40
代
半
ば
で
画
家
に

転
身
、
膨
大
な
数
の
美
術
作
品

に
加
え
て
文
筆
活
動
も
こ
な
す

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
ぶ
り
で
、
交

友
関
係
の
幅
広
さ
に
も
驚
か
さ

れ
ま
す
。
文
学
、
音
楽
、
映
画
、

演
劇
な
ど
各
界
の
著
名
人
、
三

島
由
紀
夫
や
石
原
裕
次
郎
、
寺

山
修
司
、
大
島
渚
、
篠
山
紀
信
、

横尾忠則現代美術館の外観。
１階右側が「ぱんだかふぇ」

▶横尾忠則現代美術館=神戸
市灘区原田通3‒8‒30｡10時～
18時(入場は17時半まで)｡月
曜休館｡観覧料は一般700円
(550円)､大学生550円､70歳
以上350円(250円)､高校生以
下無料｡( )内は当協会友の
会会員料金｡阪急王子公園駅
から徒歩約6分､ＪＲ灘駅か
ら徒歩約10分､阪神岩屋駅か
ら徒歩約12分｡
☎078･855･5607
▶ぱんだかふぇ＝11時半～
17時｡月曜定休｡当協会友の
会会員は飲食代金より50円
割引(会員含む4人まで)｡
☎078･855･7808
▼神戸文学館=神戸市灘区王
子町3‒1‒2｡平日10時~18時､
土･日･祝日9時~17時｡水曜休
館｡入館無料｡
☎078･882･2028

　
西
脇
市
出
身
の
美
術
家
、

横
尾
忠
則
氏
（
86
）
か
ら
の

寄
贈
・
寄
託
作
品
約
３
千
点

を
収
め
た
横
尾
忠
則
現
代
美

術
館
は
２
０
１
２
年
11
月
の

開
館
か
ら
10
年
間
、
年
３
本

ペ
ー
ス
で
展
覧
会
を
開
い
て

き
ま
し
た
。
合
計
30
本
の
す

べ
て
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
振

り
返
る
、
好
い
と
こ
取
り
の

展
覧
会
が
５
月
７
日
ま
で
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
ト
ル
の
「
満
満
腹
腹

満
腹
」は
、開
館
記
念
展
「
反

反
復
復
反
復
」
の
パ
ロ
デ
ィ

神戸文学館の外観（同館提供）

お出かけ
ちょっとメモ

「反反復復反復」展の作品。
同じモチーフを繰り返す手法
で描かれている

で
す
。
２
〜
４
階
の
３
フ
ロ

ア
を
使
っ
て
年
代
順
に
約
２

６
０
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ

読者プレゼント　横尾
忠則現代美術館の無料

観覧券を抽選で 5組10人に。
応募方法は本紙 2面。４月12
日㈬必着。

　
開
館
40
周
年
を
迎
え
た
兵
庫
県
立

歴
史
博
物
館
（
姫
路
市
本
町
）
が
今

月
８
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
た
特
別
展

「HISTO
RY O

F M
U
SEU
M

ー
れ

き
は
く
の
〝
こ
れ
ま
で
〞
と
〝
こ
れ

な
ど
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
ラ
ン
チ

や
ド
リ
ン
ク
を
、
横
尾
氏
デ
ザ

イ
ン
の
食
器
で
味
わ
え
ま
す
。

　
美
術
館
の
向
か
い
側
に
は
、

赤
レ
ン
ガ
造
り
の
神
戸
文
学
館

が
あ
り
ま
す
。
１
９
０
４
（
明

治
37
）
年
、
関
西
学
院
の
チ
ャ

ペ
ル
と
し
て
建
て
ら
れ
た
国
の

登
録
有
形
文
化
財
で
す
。
内
部

で
は
神
戸
ゆ
か
り
の
作
家
の
作

品
や
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

瀬
戸
内
寂
聴
、
細
野
晴
臣

…
と
、
そ
の
顔
ぶ
れ
は
戦

後
の
文
化
史
そ
の
も
の
で

す
。

　
死
を
意
識
し
た
精
神
世

界
を
描
い
た
作
品
、
ど
ぎ

つ
い
構
図
、
ポ
ッ
プ
ア
ー

ト
の
よ
う
な
作
品
な
ど
、

聖
俗
が
渾
然
一
体
と
な
っ

た
横
尾
ワ
ー
ル
ド
。
昭
和

の
時
代
を
知
る
世
代
に
は

作
品
に
懐
か
し
さ
を
感
じ

る
一
方
、
昭
和
を
知
ら
な

読者プレゼント
チケットを抽選で

5組10人に。応募方法は
本紙2面。4月12日㈬必着。

▲ ガラス面に姫路城の天守
が映る県立歴史博物館

神
戸
文
学
館

れ
き
は
く
が
再
始
動

れ
き
は
く
が
再
始
動

開館40周年記念特別展 ――――――

HISTORY OF MUSEUM
－れきはくの〝これまで〟と〝これから〟－

リニューアルオープン、８日から開催
か
ら
〞
ー
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
開
館
か
ら
現
在
ま
で
に
開
催
し
て

き
た
１
９
５
の
展
覧
会
を
当
時
の
資

料
や
写
真
で
た
ど
り
、
所
蔵
す
る
名

品
・
珍
品
も
一
挙
に
公
開
。
誰
で
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
観
点
も
取
り
入

れ
、
新
し
い
博
物
館
の
あ
り
方
を
提

案
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
向
け
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
さ
わ
っ
て
学
ぶ
ハ
ン

ズ
オ
ン
展
示
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め

る
仕
掛
け
も
満
載
！　
休
日
の
ひ
と

と
き
は
ぜ
ひ
、
れ
き
は
く
で
。

【
会
期
】
４
月
８
日
㈯
〜
６
月
18
日

㈰
10
時
〜
17
時

【
休
館
】
月
曜
日

【
観
覧
料
】
一
般
１
０
０
０
円
、
大

学
生
７
０
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

（
友
の
会
会
員
は
一
般
８
０
０
円
）神農絵巻 江戸時代 兵庫県立歴史博物館蔵

【
問
い
合

わ
せ
】　

県
立
歴
史

博
物
館
☎

０
７
９
・

２
８
８
・

９
０
１
１

て
い
ま
す
。

　
第
１
回
の
テ
ー
マ
「
反
復
」

で
は
、
一
度
描
い
た
自
身
の
作

品
と
同
じ
モ
チ
ー
フ
を
再
生
産

す
る
手
法
に
驚
き
ま
す
。
横
尾

氏
が
好
ん
で
描
い
た「
Ｙ
字
路
」

の
テ
ー
マ
で
は
、
停
電
で
暗
闇

に
包
ま
れ
た
よ
う
な
街
で
か
す

か
に
見
え
る
Ｙ
字
路
の
作
品
が

不
気
味
で
す
。

　
「
美
術
館
コ
ス
プ
レ
」
と
呼

ぶ
展
覧
会
も
。「
ど
う
ぶ
つ
図

「わたしのポップと戦争」
展から「腰巻お仙」

い
若
い
世
代
も
、

気
持
ち
悪
さ
と
お

も
し
ろ
さ
が
同
居

す
る
「
き
も
か
わ

い
さ
」
が
受
け
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
数
々
の
横
尾
芸

術
に
様
々
な
角
度

か
ら
光
を
当
て
よ

う
と
、
３
人
の
学

芸
員
が
展
覧
会
の

横尾氏デザインの器を使った
ボロネーゼライス、国産若鶏
のクリームカレー

テ
ー
マ
や
展
示
方
法
を
考
え
て

い
ま
す
。
開
館
当
初
か
ら
務
め

る
山
本
淳
夫
学
芸
課
長
は
「
横

尾
さ
ん
は
い
た
ず
ら
っ
子
気
質

で
、
常
に
世
の
中
を
驚
か
せ
た

い
と
思
っ
て
お
り
、
毎
回
必
死

で
す
」
と
話
し
ま
す
。
次
回
は

東
京
・
成
城
の
ア
ト
リ
エ
の
裏

に
あ
る
森
を
舞
台
に
し
た
横
尾

氏
の
異
色
小
説
『
原
郷
の
森
』

が
テ
ー
マ
だ
そ
う
で
す
。

　
美
術
館
１
階
に
は
全
面
ガ
ラ

ス
張
り
の
「
ぱ
ん
だ
か
ふ
ぇ
」

が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
や
カ
レ
ー

令和 5年 4月 1日（毎月1回1日発行) ⑷すずかけ・4月号 第430号


